
 
5 月 23 日、24 日カナダのモンテペロで開催された国際森林製紙団体協議会

（ICFPA）の年次総会において、日本の製紙産業へ向け東日本震災に対するお

見舞いのメッセージをテレサ・プレサス理事長が署名して表明する旨了承され、

日本製紙連合会に対し手交されましたので以下、仮訳と原文を掲載いたします。 
 
 
 
（仮訳） 
日本製紙連合会の皆様へ 
 
国際森林製紙団体協議会（ICFPA）は、カナダで開催された年次総会の機会

にその総意として、この度の大震災で日本国民の皆様及び日本の製紙産業の皆

様が被った甚大な被害に対し、日本製紙連合会を通じて心よりお見舞い申し上

げます。 
ICFPA 各会員団体は、大変困難な状況の中においても、勇気、規律、そして

希望を持って行動される日本国民の皆様及び製紙企業の皆様に感銘を受けまし

た。 
 
 ICFPA は同じ製紙産業に身を置く仲間として、日本の製紙産業の皆様への連

帯の気持ちを表すとともに、この困難な時にあって、我々の思いは常に日本の

皆様と共にあることを確認したいと思います。 
 
 ICFPA は、日本並びに日本の製紙産業がこの困難を克服し、再建を果たすと

信じています。 
 
ICFPA を代表して 
 
2011 年 5 月 23 日 モンテベロにて 
 
国際森林製紙団体協議会（ICFPA） 
理事長 
テレサ・プレサス                   
 
 
（原文は次頁に掲載） 

 




